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≪み手のなかで≫

主 に 導 か れ て

 幸 子 修 女

　
父
の
務
め
の
関
係
で
東
北
に
生
ま
れ
、
関
西
に
育

ち
満
州
で
生
活
い
た
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
大
勢

の
方
に
助
け
ら
れ
、
昭
和
20
年
に
引
揚
げ
て
来
ま
し

た
。
満
州
の
人
達
、
言
葉
も
習
慣
も
異
な
っ
た
人
達

に
接
し
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
事
は
、
人
の
心
を
読
み

取
り
、
笑
顔
で
接
し
て
下
さ
っ
た
事

で
す
。
大
勢
の
人
達
と
引
揚
げ
、
幸

い
に
し
て
家
族
一
人
も
欠
け
ず
に
現

在
に
到
っ
て
い
る
事
は
、
感
謝
の
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
頃
信
徒
の
家
族
訪
問
に
来
ら

れ
た
東
京
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
の
細
貝

岩
夫
司
祭
に
お
目
に
か
か
り
、
心
の

曇
り
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ご
指
導
を

受
け
、
教
会
に
出
席
し
始
め
、
洗
礼

の
準
備
を
う
け
、
受
洗
の
お
恵
み
に

あ
ず
か
り
、
お
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。
楽
し
い
時

代
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
ナ
ザ
レ
修
女
会
の
静
想

日
に
出
席
し
、
修
道
院
を
知
り
ま
し
た
。
心
安
ら
ぐ

の
を
覚
え
、
私
の
来
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
し
ら
と

考
え
始
め
、
10
余
年
後
に
ご
相
談
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。
礼
拝
の
大
切
な
事
、
決
め
ら
れ
た
務
め
、
も
く

も
く
と
働
く
方
々
を
み
て
い
た
私
は
、
志
願
者
と
し

て
の
お
許
し
を
頂
き
、
修
練
女
と
な
り
、
１
年
毎
の

更
新
に
修
女
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
に

到
る
ま
で
主
の
お
導
き
を
感
謝
し
、
祈
り
を
通

し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
た
め
、
ま
た

主
の
み
栄
え
を
あ
ら
わ
す
事
が
出
来
る
よ
う
に

励
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
起
床
時
に
次
の
祈
り
を
致
し
ま

す
。
ハ
ヴ
ィ
ッ
ト
著
『
愛
の
衣
な
る
ハ
ヴ
ワ

ー
に
て
我
が
身
を
覆
い
給
え
、
主
イ
エ
ス
の

花
嫁
に
ふ
さ
わ
し
く
こ
の
日
を
過
ご
さ
せ
給

え
』
。
十
字
架
を
つ
け
る
時
は
、
『
主
の
十

字
架
を
負
い
、
主
の
み
跡
に
従
わ
せ
給

え
』
。
ヴ
ェ
ー
ル
を
つ
け
る
時
は
『
主
の
謙

遜
と
隠
れ
た
生
活
を
覚
え
さ
せ
給
え
』
と
。
カ
ラ

ー
は
『
謙
遜
と
服
従
の
生
活
を
覚
え
さ
せ
給
え
』

と
祈
り
ま
す
。
こ
の
祈
り
を
一
日
の
導
き
と
し
て

生
活
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
（
ナ
ザ
レ
修
女
会
）
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《
奉
献
先
か
ら
》

聖
公
会
野
宿
者
支
援
活
動
・
渋
谷

　
東
京
教
区
の
信
徒
を
中
心
と
し
た

十
数
人
の
有
志
で
、
渋
谷
（
主
に
渋
谷

駅
周
辺
、
千
駄
ヶ
谷
駅
付
近
）
の
公
園

や
路
上
な
ど
で
生
活
を
し
て
い
る
方
々

（
現
在
約
百
人
）に
、食
事
の
提
供
を
は

じ
め
、
衣
類
や
日
用
品
の
提
供
、
生
活

保
護
申
請
の
手
伝
い
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
野
宿
・
路
上
生
活
者
の
お

か
れ
て
い
る
状
況
は
厳
し
く
ニ
ー
ズ
は

様
々
、
取
り
ま
く
社
会
状
況
も
厳
し

く
、
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
一
緒
に

悩
み
、
励
ま
し
あ
い
、
方
法
を
模
索
し

な
が
ら
、そ
の
方
の
生
活
と
尊
厳
を
守

り
た
い
、
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
、
と

願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

越
冬
越
年
の
厳
し
い
時
期
に
入
り
ま

す
。皆
さ
ま
の
お
祈
り
と
ご
支
援
に
感

謝
し
ま
す
。
　
　（
代
表
・
楡
原
民
佳
）

１３（日）降臨節第３主日
主教巡回　月島聖公会
合同堅信式（主教座）

１５（火）主教選挙特別委員会（聖ペテロ）
１６（水）教役者レクイエム

山手Ｇ牧師協議会（聖愛）
ハラスメント防止委員会
臨時常置委員会
公開説教（主教座）

１８（金）財政委員会
２０（日）降臨節第４主日

主教巡回　池袋聖公会
２２（火）銀座朝祷会

教区企画室
２５（金）降誕日　（教区事務所休業）

主教巡回　東京聖三一教会
正義と平和協議会運営委員会

◆
と
こ
し
え
の
平
安

11
月
30
日
　
堀
　
　
義
明（
94
）

聖
バ
ル
ナ
バ

12
月
１
日
　
柘
植
　
久
子（
95
）

聖
マ
ル
コ

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

12
月
16
日
（
水
）
　
10
時
半

　
　
　
　
主
教
座
聖
堂

　
説
教
　
植
田
仁
太
郎
主
教

　
▽
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
案
内
　
教
区

内
教
会
・
礼
拝
堂
で
の
シ
ー
ズ
ン
中

の
『
礼
拝
（
24
日
・
25
日
・
１
月
１

日
）お
よ
び
催
事
一
覧
』が
各
教
会
に

送
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
参
照
を
。
発

行
＝
信
仰
と
生
活
委
員
会
・
広
報
委

員
会
。教
区
Ｈ
Ｐ
で
も
期
間
中
、掲
載

し
て
い
る
。

今週・来週 の 予 定

１２月１３日～２６日

▽
主
教
佐
々
木
鎮
次

▽
司
祭
奥
村
亮
▽
司

祭
岩
井
祐
彦
▽
司
祭

今
宮
良
治
▽
司
祭
吉

沢
直
江
▽
司
祭
貫
民

之
介
▽
司
祭
清
田
海

一
郎
▽
司
祭
富
田
孫

太
郎
▽
司
祭
竹
内
寛

▽
主
教
工
藤
義
雄
▽

司
祭
加
藤
九
十
九
▽

司
祭
秋
吉
光
雄

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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◇
主
教
選
挙
特
別
委
員
会
委
員
任
命

（
10
月
16
日
付
・
任
期
＝
主
教
選
挙

教
区
会
開
会
ま
で
）
　
高
橋
顕
司
祭

（
長
）
・
石
坂
み
ゑ
子
司
祭
・
田
光
信

幸
司
祭
・
吉
野
秀
幸
司
祭
・
藤
田
新
一

郎
・
横
山
融
・
三
浦
信
子
・
三
崎
肇
・

下
泉
小
波
・
（
11
月
17
日
付
）
原
田

章
美
。

　
▽
聖
職
試
験
公
開
説
教
　
聖
職
試

験
委
員
会
（
長
・
高
橋
顕
司
祭
）
主

催
で
、
司
祭
試
験
の
一
環
と
し
て
16

日
（
水
）
19
時
、
主
教
座
聖
堂
で
公

開
説
教
が
行
わ
れ
る
。
説
教
者
は
卓

志
雄
執
事
（
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
牧

師
補
）
。
来
聴
歓
迎
。

　
▽
ク
リ
ス
マ
ス
〈
ぶ
ど
う
の
い
え
〉

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
東
京
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
、
17
日
（
木
）
19
時
、
聖
ア
ン
デ

レ
教
会
で
。
チ
ケ
ッ
ト
＝
２
千
５
百

円
、
大
学
生
以
下
＝
１
千
５
百
円
。
会

場
℡
03
（
３
４
３
１
）
２
８
２
２
。

　
▽
真
光
教
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
　
同
教
会
聖
歌
隊
の
合
唱
と
ブ

ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
奏
」
の
演

奏
。
20
日
（
日
）
14
時
。
同
教
会
聖

堂
。
無
料
。
照
会
℡
０
４
２
（
７
９

５
）
６
４
４
９
。

▽
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
女
性
ト
リ
オ
「
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
フ
ル
ー
ル
」
と
同
会
聖
歌

隊
を
中
心
に
「
み
ん
な
で
歌
お
う
キ
ャ

ロ
ル
」
の
集
い
。
20
日
（
日
）
14

時
。
入
場
無
料
（
自
由
献
金
＝
浅
草
日

曜
給
食
活
動
の
た
め
）
。
℡
03
（
３

９
５
５
）
０
６
８
２
。

　
▽
Ｂ
Ｓ
Ａ
新
会
長
　
５
日
に
開
か
れ

た
日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
第
85
総

会
を
経
て
、
新
会
長
に
砂
田
郁
郎
会
員

（
東
京
聖
三
一
教
会
）
が
就
任
し
た
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は･

･･

》

聖
マ
ル
コ
教
会

　
先
日
秋
の
ミ
ニ
バ
ザ
ー
が
大
盛
況

の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。
思
え
ば
２

０
０
９
年
は
大
斎
節
の
学
び
の
連
続

企
画
に
始
ま
り
、
創
立
１
１
０
・
献

堂
50
周
年
記
念
礼
拝
、
春
バ
ザ
ー
、

夏
キ
ャ
ン
プ
、
宣
教
１
５
０
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
出
店
、
今
回
の
ミ
ニ
バ

ザ
ー
、
と
ひ
っ
き
り
な
し
に
イ
ベ
ン

ト
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
今
年
の
降
臨
節
は
例
年
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
や
め
て
、
今
年
１
年
を
振

り
返
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
黙
想
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
私
（
た
ち
）
に
と
っ
て
イ
エ
ス
と

は
ど
う
い
う
方
な
の
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
ル
カ
福
音
書
を
読
み
、
祈
り
を

深
め
な
が
ら
共
に
降
誕
日
を
迎
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
中
村
真
希
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
34

　
教
区
会
議
案
か
ら
２

　
　
月
島
関
連
議
案
の

　
　
取
り
下
げ
に
関
し
て

　
去
る
11
月
の
定
期
教
区
会
に
提

出
し
た
、
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
改

築
に
関
わ
る
４
つ
の
議
案
を
、
提

案
者
で
あ
る
常
置
委
員
会
と
月
島

聖
公
会
は
、
結
局
取
り
下
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
議
場
の
審
議
を
進
め
る

中
で
、
提
案
者
が
、
こ
の
計
画
の
全

体
像
を
、
教
区
全
体
に
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
こ
の
教
区
会
の
数

十
分
間
で
は
、
と
て
も
難
し
い
と
判

断
し
た
た
め
で
あ
る
。
月
島
の
保
育

園
と
教
会
の
将
来
に
つ
い
て
、
教
区

の
「
検
討
委
員
会
」
が
２
年
間
検
討

し
て
き
た
結
果
の
結
論
と
、
３
月
の

教
区
会
が
決
議
し
た
方
向
と
、
今
回

の
提
案
は
相
当
変
更
さ
れ
て
い
る
の

に
、
そ
の
説
明
を
、
こ
れ
ま
で
充
分

に
教
区
の
皆
さ
ん
に
し
て
く
る
の
を

怠
っ
て
し
ま
っ
た
と
大
い
に
反
省
し

て
い
る
。

　
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は

次
の
２
点
で
あ
る
。
①
保
育
園
を
聖

救
主
福
祉
会
に
移
管
す
る
の
で
は
な

く
、
独
自
の
社
会
福
祉
法
人
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
。
②
３
月
ま

で
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
教
会
で
は
な
く
、
保
育
園
児
が

チ
ャ
ペ
ル
と
し
て
使
え
る
く
ら
い
の

規
模
と
し
、
月
島
の
地
に
初
め
て
建

つ
礼
拝
堂
と
し
て
、
宣
教
の
拠
点
と

な
る
教
会
を
目
指
す
べ
き
こ
と
。

　
こ
の
変
更
に
は
、
保
育
園
・
教
会

の
現
場
の
方
々
の
新
た
な
意
気
込
み

が
大
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
保
育

園
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
現

在
、
そ
の
事
業
と
教
会
の
活
動
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
一
体
化
さ
せ
て
ゆ
く

ま
た
と
な
い
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

　
議
案
は
一
旦
取
り
下
げ
た
が
、
改

め
て
充
分
な
資
料
と
情
報
を
供
し

て
、
特
に
教
会
の
新
築
に
つ
い
て
の

構
想
を
さ
ら
に
具
体
的
に
描
き
、
説

明
会
や
臨
時
教
区
会
な
ど
を
開
催
し

て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た

い
。
保
育
園
の
改
築
を
後
押
し
し
、

心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
行
政
や

現
場
の
方
々
と
の
作
業
を
、
現
に
保

育
を
行
っ
て
い
る
教
区
（
設
置
者
）

の
社
会
的
責
任
と
し
て
継
続
し
て
ゆ

く
こ
と
は
、
お
許
し
い
た
だ
け
る
と

念
じ
て
い
る
。

（
常
置
委
員
長
　
司
祭
　
大
畑
喜
道
）

　
　
　
　
　
＊
教
区
会
議
案
関
連
（
完
）


